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総合評価

テキスト

参考書

関連科目

本科目では，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．では，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．え，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．らが積極的に実践をおこなうことを期待する．積極的に実践をおこなうことを期待する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．実践をおこなうことを期待する．をおこなうことを期待する．する．

神戸市立工業高等専門学校 2023年度シラバスシラバス

電子応用 (Applied Electronic Engineering)

電子工学科・5年・前期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

さまざまな入出力装置を利用して人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒを利用して人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒや人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒる舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．作用し，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒと情報をやり取りできる装置である「ヒをや人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒり取りできる装置である「ヒ取りできる装置である「ヒり取りできる装置である「ヒできる装置を利用して人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒである「ヒヒ
ューマン・インタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェース」に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ設計・評価方法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なを学び，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なを交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なえて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒヒューマンエラーの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．種類を学ぶ．そのために必要なを学ぶ．その理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ために加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．必要なな
人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ間の情報処理モデルも学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．情報をやり取りできる装置である「ヒ処理モデルも学ぶ．も学ぶ．学ぶ．

【A4-D2】人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ間の情報処理モデルも学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．情報をやり取りできる装置である「ヒ処理モデルも学ぶ．が積極的に実践をおこなうことを期待する．理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．できる．
ヒトの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期メカニズム，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．その理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．処理に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．して人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいるかを中間の情報処理モデルも学ぶ．試験・定期
試験・レポートの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．て人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ評価する．

【A4-D2】ユーザインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェース設計を理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．できる．
適切なユーザインタフェースの設計方法を理解できているか，中間試験・定期なユーザインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．設計方法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なを理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．できて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいるか，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．中間の情報処理モデルも学ぶ．試験・定期
試験・レポートの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．て人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ評価する．

【A4-D2】ユーザインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェース評価を理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．できる
適切なユーザインタフェースの設計方法を理解できているか，中間試験・定期なユーザインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．評価方法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なを理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．できて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいるか，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．中間の情報処理モデルも学ぶ．試験・定期
試験・レポートの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．て人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ評価する．

【A4-D2】ヒューマンエラーの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．種類を学ぶ．そのために必要なと原因，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．対策が理解できる．が積極的に実践をおこなうことを期待する．理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．できる． ユーザの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．入力に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．誤りが含まれていた場合の原因とその対策ついて理解できてり取りできる装置である「ヒが積極的に実践をおこなうことを期待する．含まれていた場合の原因とその対策ついて理解できてまれて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいた場合の原因とその対策ついて理解できての理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．原因とその理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．対策が理解できる．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．できて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ
いるか，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．中間の情報処理モデルも学ぶ．試験・定期試験・レポートの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．て人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ評価する．

成績は，試験は，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．試験70%　レポートの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期30%　として人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ評価する．試験成績は，試験は，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．中間の情報処理モデルも学ぶ．試験と定期試験の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．平均点とする．とする．100点とする．満点とする．で60
点とする．以上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．を合の原因とその対策ついて理解できて格とする．とする．

イラストの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期で学ぶヒューマンインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェース，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．北原義典（講談社）
配付プリントプリントの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期

イラストの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期で学ぶ認知科学，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．北原義典（講談社）
誰のためのデザイン？，の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ための理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．デザイン？，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．D.A.ノーマン（新曜社）
失敗から学ぶユーザインタフェース 世界はから学ぶユーザインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェース 世界ははBADUI(バッド・ユーアイ)であふれて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいる，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．中村聡史（技術評論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．社）
認知バイアス辞典，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．山崎，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．宮代，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．菊池（フォレストの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期出版）

D3「ヒ計測工学」，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．D4「ヒ応用数学，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．数値解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．析」，」，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．D5「ヒ電子計測」

履修上のの評価方法と基準
注意事項



授業の計画（電子応用）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ヒューマンインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェース概論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．

2 コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒとヒューマンインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェース

3 人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ間の情報処理モデルも学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．情報をやり取りできる装置である「ヒ処理モデルも学ぶ．

4

5 人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ間の情報処理モデルも学ぶ．中心設計

6 入出力系設計

7 演習 これまでの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．授業に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．関連した，アプリケーション制作演習を行う．した，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．アプリケーション制作演習を行う．う．

8 中間の情報処理モデルも学ぶ．試験

9 中間の情報処理モデルも学ぶ．試験の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．返却・解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．説と概論と概論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．

10 インタと情報をやり取りできる装置である「ヒラクション系設計

11

12 ユーザの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．アシストの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期

13 ユーザビリティ評価評価

14 インタと情報をやり取りできる装置である「ヒラクションの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．拡張

15 総括 これまで学んだヒューマンインタフェースについて総括する．ヒューマンインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ総括する．

16

17
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20
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22

23

24

25

26

27

28

29

30

人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ間の情報処理モデルも学ぶ．が積極的に実践をおこなうことを期待する．道具を使い始めたときから「ユーザインタフェース」という概念は生じていた．この言葉は，特に近年はコンピュータと人のを使い始めたときから「ユーザインタフェース」という概念は生じていた．この言葉は，特に近年はコンピュータと人のい始めたときから「ユーザインタフェース」という概念は生じていた．この言葉は，特に近年はコンピュータと人のめたときから「ヒユーザインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェース」という概念は生じていた．この言葉は，特に近年はコンピュータと人のは生じて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいた．この理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．言葉は，特に近年はコンピュータと人のは，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．特に近年はコンピュータと人のに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．近年はコンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒと人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．
会話手段を指して用いられている．これまで学んだ電子工学からコンピュータについて説明し，人のためのコンピュータおよびそを指して用いられている．これまで学んだ電子工学からコンピュータについて説明し，人のためのコンピュータおよびそして人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ用いられて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいる．これまで学んだヒューマンインタフェースについて総括する．電子工学からコンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ説と概論明し，人のためのコンピュータおよびそし，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ための理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒおよびそ
の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．かかわり取りできる装置である「ヒ方を学ぶ．

コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．進化によって，より人が使いやすいインタフェースが登場した．特にグラフィカルユーザインタフェース（に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．よって人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．より取りできる装置である「ヒ人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒが積極的に実践をおこなうことを期待する．使い始めたときから「ユーザインタフェース」という概念は生じていた．この言葉は，特に近年はコンピュータと人のいや人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒすいインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースが積極的に実践をおこなうことを期待する．登場した．特に近年はコンピュータと人のに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．グラフィ評価カルも学ぶ．ユーザインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェース（GUI）の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．登
場は革命的に実践をおこなうことを期待する．であり取りできる装置である「ヒ，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．身近に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．利用されて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいる．GUIを発展させた種々のインタフェースもあり，これらインタフェースの歴史的変遷をさせた種々のインタフェースもあり，これらインタフェースの歴史的変遷をの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．インタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースも学ぶ．あり取りできる装置である「ヒ，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．これらインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．歴史的に実践をおこなうことを期待する．変遷をを
学ぶ

近年は人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ間の情報処理モデルも学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期（センサ）およびその理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．情報をやり取りできる装置である「ヒ処理過程が明らかになってきている．我々の体自身のインタフェースについて学びが積極的に実践をおこなうことを期待する．明し，人のためのコンピュータおよびそらかに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．なって人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒきて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいる．我々のインタフェースもあり，これらインタフェースの歴史的変遷をの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．体自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．身の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．インタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ学び
，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．特に近年はコンピュータと人のに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ヒックの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要な則，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．フィ評価ッツの法則，キーストロークレベルモデル等，我々の特性を明らかにしたモデルを学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要な則，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．キーストの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期ロークレベルも学ぶ．モデルも学ぶ．等，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．我々のインタフェースもあり，これらインタフェースの歴史的変遷をの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．特に近年はコンピュータと人の性を明らかにしたモデルを学ぶ．を明し，人のためのコンピュータおよびそらかに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．したモデルも学ぶ．を学ぶ．

ヒューマンエラーとBADUI
コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．操作の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．エラーに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．は，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．身に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．起因するエラーおよびユーザに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．起因するエラーが積極的に実践をおこなうことを期待する．存在する．このうちユーする．この理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．うちユーユー
ザ起因の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．エラーの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．事例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なおよびその理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．理由について学び，対策方法を学ぶ．また，ついついエラーを誘起してしまう世の中に溢れるに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ学び，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．対策が理解できる．方法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なを学ぶ．また，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついついエラーを誘起して人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒしまう世の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．中に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．溢れるれる
BADUIの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．事例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なを学ぶ．

ユーザインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．位概念は生じていた．この言葉は，特に近年はコンピュータと人のとして人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒユーザエクスペリエンス（体験）中心的に実践をおこなうことを期待する．な設計が積極的に実践をおこなうことを期待する．叫ばれている．ユーザにとって「気持ち良ばれて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいる．ユーザに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．とって人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ「ヒ気持ち良ちユー良
い」インタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースとはなに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．か，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．どの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ように加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．設計すればよいかを学ぶ

ユーザとコンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒが積極的に実践をおこなうことを期待する．相互に情報を伝えるための入出力インタフェースについて，その種類および特性を学び，適切な入出力イに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．情報をやり取りできる装置である「ヒを伝えるための入出力インタフェースについて，その種類および特性を学び，適切な入出力イえるための理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．入出力インタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．その理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．種類を学ぶ．そのために必要なおよび特に近年はコンピュータと人の性を明らかにしたモデルを学ぶ．を学び，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．適切なユーザインタフェースの設計方法を理解できているか，中間試験・定期な入出力イ
ンタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースを選択・評価する方法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ学ぶ．

第1～7回までの内容について試験する．までの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．内容について試験する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ試験する．

中間の情報処理モデルも学ぶ．試験の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．返却・解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．説と概論を行う．うととも学ぶ．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．10回までの内容について試験する．目では，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．～14回までの内容について試験する．目では，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．扱うトピックスについて概要を説明する．うトの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期ピックスに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ概要なを説と概論明し，人のためのコンピュータおよびそする．

ユーザとコンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒが積極的に実践をおこなうことを期待する．双方向に入出力を行う「インタラクション」について，適切な分析・設計ができるように事例を交えて解説に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．入出力を行う．う「ヒインタと情報をやり取りできる装置である「ヒラクション」に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．適切なユーザインタフェースの設計方法を理解できているか，中間試験・定期な分析」，・設計が積極的に実践をおこなうことを期待する．できるように加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．事例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なを交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なえて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．説と概論
する．

GUI設計演習
第2回までの内容について試験する．で学んだヒューマンインタフェースについて総括する．GUIに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．視覚的に実践をおこなうことを期待する．な理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．が積極的に実践をおこなうことを期待する．簡単であり取りできる装置である「ヒ，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ユーザの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．受容について試験する．性を明らかにしたモデルを学ぶ．が積極的に実践をおこなうことを期待する．高く，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ヒューマンエラーをコントの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期ロールも学ぶ．しや人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒすいとい
う特に近年はコンピュータと人の徴を学ぶ．また，を学ぶ．また，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．GUIで実装されるウィ評価ジェットの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．種類を学ぶ．そのために必要なや人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒメタと情報をやり取りできる装置である「ヒファに基づくアイコン設計を学ぶ．さらに，に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．基づくアイコン設計を学ぶ．さらに，づくアイコン設計を学ぶ．さらに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．Figmaを用いたGUIプロ
トの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期タと情報をやり取りできる装置である「ヒイピング演習を行う．う．

ユーザが積極的に実践をおこなうことを期待する．望む体験を提供するために，ヘルプやチュートリアルのようなマニュアル的な習熟手法から，明示的・暗黙的にユーザをむ体験を提供するために，ヘルプやチュートリアルのようなマニュアル的な習熟手法から，明示的・暗黙的にユーザを体験を提供するために，ヘルプやチュートリアルのようなマニュアル的な習熟手法から，明示的・暗黙的にユーザをするために加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ヘルも学ぶ．プや人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒチュートの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期リアルも学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ようなマニュアルも学ぶ．的に実践をおこなうことを期待する．な習熟手法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なから，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．明し，人のためのコンピュータおよびそ示的に実践をおこなうことを期待する．・暗黙的に実践をおこなうことを期待する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ユーザを
AI等が積極的に実践をおこなうことを期待する．補助する方法を学ぶ．する方法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なを学ぶ．

ユーザインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースを設計・実装した際に，その使用感やエラー率を正しく評価することで，改善を図ることができる．評価の指に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．その理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．使い始めたときから「ユーザインタフェース」という概念は生じていた．この言葉は，特に近年はコンピュータと人の用感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒや人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒエラー率を正しく評価することで，改善を図ることができる．評価の指を正しく評価することで，改善を図ることができる．評価の指しく評価することで，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．改善を図ることができる．評価の指を図ることができる．評価の指ることが積極的に実践をおこなうことを期待する．できる．評価の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．指して用いられている．これまで学んだ電子工学からコンピュータについて説明し，人のためのコンピュータおよびそ
標や手法，解析方法を学ぶ．や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ手法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要な，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．析」，方法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なを学ぶ．

近年，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．技術の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．進歩によりに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．より取りできる装置である「ヒVRや人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒAR，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ウェアラブルも学ぶ．コンピューティ評価ング等の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．様々のインタフェースもあり，これらインタフェースの歴史的変遷をな形のインタラクションが登場している．各種インタラの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．インタと情報をやり取りできる装置である「ヒラクションが積極的に実践をおこなうことを期待する．登場して人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいる．各種インタと情報をやり取りできる装置である「ヒラ
クションに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ特に近年はコンピュータと人の徴を学ぶ．また，や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ今後の展望を学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．展させた種々のインタフェースもあり，これらインタフェースの歴史的変遷を望む体験を提供するために，ヘルプやチュートリアルのようなマニュアル的な習熟手法から，明示的・暗黙的にユーザをを学ぶ．

備など）
考

前期中間の情報処理モデルも学ぶ．試験および前期定期試験を実施する．する．
本科目では，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．修得には，に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．は，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．30 時間の情報処理モデルも学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．授業の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．受講と 60 時間の情報処理モデルも学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．事前・事後の展望を学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．己学習が積極的に実践をおこなうことを期待する．必要なである．本科目では，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．は事前に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．授業の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．内容について試験する．をテキストの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期を用いて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ予習し，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．事後の展望を学ぶ．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．授業で学んだヒューマンインタフェースについて総括する．トの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期ピッ
クスに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．関連した，アプリケーション制作演習を行う．する事例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．調査をレポートにまとめ，報告する必要がある．をレポートの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．まとめ，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．報をやり取りできる装置である「ヒ告する必要がある．する必要なが積極的に実践をおこなうことを期待する．ある．
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